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平成２２年３月期 決算概況

・平成２２年３月期 トピック

全社決算概要
・売上高１,４９４百万円、営業利益△１０４百万円、当期純利益△２０４百万円
・合併により大幅に売上が増加するも、営業赤字計上

アドネットワーク事業
・上期は公式サイト分野の好調により売上増加も下期に失速
・アドネットワークＭＡＩＳＴを開始するも、減少分を埋めるには至らず

広告代理事業
・モバイル・アフィリエイトとの合併によりモバイル分野の開拓を積極的にすすめ拡大
・ソリューション事業及び自社ＰＣメディアの改善が進まず収益性悪化

販管費及び
一般管理費

・合併による合理化および不採算事業のリストラにより販売管理費率は改善

特別損益 ・不採算事業からの撤退により、事業撤退損を計上

財政状態
・不採算事業の撤退により固定資産が減少
・当期純損失の計上により純資産が減少
・営業ＣＦが大幅に改善
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・平成２２年３月期 損益計算書

平成２１年３月期 平成２２年３月期 対前期増減率

売上高 ３３１ １,４９４ ３５０.９％

売上原価 ２９８ １,３１７ ３４１.３％

売上総利益 ３３ １７７ ４３７.５％

売上総利益率 ９.９％ １１.８％ -

販売管理費 １４８ ２８２ ８９.７％

販売管理費率 ４４.８％ １８.８％ -

営業利益 △１１５ △１０４ -

経常利益 △１１１ △１１３ -

当期純利益 △１３２ △２０４ -

・売上高・売上原価・売上総利益・販売管理費はモバイル・アフィリエイトとの合併により大幅に増加
・合併による合理化及びリストラにより販売管理費率が大幅に改善
・不採算事業の改善が進まず営業赤字計上
・ソリューション事業及び不採算サイトからの撤退に伴うコスト計上で当期純損失が拡大

（単位：百万円）

平成２２年３月期 決算概況
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・平成２２年３月期 貸借対照表

平成２１年３月期末 平成２２年３月期末 対前期増減

流動資産 ２７９ ３６２ ＋８２

固定資産 １３４ ６６ △６７

資産合計 ４１４ ４２８ ＋１４

流動負債 ４０ １８０ ＋１４０

固定負債 １１ - △１１

負債合計 ５１ １８０ ＋１２９

純資産 ３６２ ２４７ △１１５

・合併による売掛金・買掛金の増加により流動資産・流動負債がそれぞれ増加
・事業撤退に伴うソフトウェアの減少・投資有価証券の売却により固定資産が減少
・当期純損失の計上により純資産が減少

平成２２年３月期 決算概況

（単位：百万円）
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・平成２２年３月期 キャッシュフロー計算書

平成２１年３月期 平成２２年３月期 対前期増減

営業活動によるＣＦ △３１ △０ ＋３１

投資活動によるＣＦ △１３７ １０７ ＋２４４

財務活動によるＣＦ △３１ △６９ △３８

現金及び現金同等
物の増加額

△１９９ ＋１０２ ＋３０２

現金及び現金同等
物の期末残高

１１９ ２２１ ＋１０２

・営業活動によるＣＦは税引前当期純損失の計上があったものの、売上債権の減少により、若干
のマイナスにとどまった
・投資活動によるＣＦはグループ会社からの貸付金の返済・投資有価証券の売却によりプラスと
なった
・財務活動によるＣＦは、借入金の返済によりマイナスになった

平成２２年３月期 決算概況

（単位：百万円）
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平成２２年３月期 ハイライト

売上高の減少

売上総利益率の低下

・他社ＡＳＰとの単価競争激化により悪化

アドネットワーク事業の業績推移
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アドネットワーク売上高 売上総利益率

売上高（千円） 売上総利益率

16.1％

・上期は公式クライアントの開拓が好調
・下期は広告出稿条件変更・停止により
売上減少

平成２２年３月期 決算概況
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広告代理事業の業績推移
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広告代理売上高 売上総利益率

売上高（千円） 売上総利益率

12.8％

売上高の減少

売上総利益率の改善

平成２２年３月期 ハイライト

・不採算事業撤退により、売上高減少

平成２２年３月期 決算概況

・不採算事業撤退と出稿媒体の選別に
より、利益率改善



平成２３年３月期 事業戦略
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平成２３年３月期業績見込

平成２３年３月期 事業戦略

上期 期末 通期 対前年増減率

売上高 ６２５ ８２５ １,５００ ０.３％

営業利益 △３０ ３０ ０ -

経常利益 △５０ ３０ △２０ -

当期純利益 △５０ ３０ △２０ -

（単位：百万円）

・売上高は既存分野における成長鈍化を加味し、当事業年度と同程度の１,５００百万円を見込む

・営業利益は前年度に実施したリストラによる収益性の改善はあるものの、市場変化に対応する
ための投資を行うため、０円を見込む

・経常利益、当期純利益は、自己株式の公開買付のコスト支出等によりそれぞれ△２０百万円を
見込む
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市場環境①

（出典 電通総研）

インターネット広告費予測（２００７年～２０１１年） モバイル広告費予測（２００７年～２０１１年）

（出典 電通総研）

インターネット広告市場は、引き続き成長基調が続いている
当社の主力分野であるモバイル広告市場についても、引き続き成長が見込まれる

平成２３年３月期 事業戦略



11

アフィリエイト総市場規模推移（２００７～２０１２年度）

アフィリエイト市場についても、昨今の景気動向による費用対効果の明確なアフィリエイト広告への
出稿意欲増加、アフィリエイトパートナーの増加、携帯アフィリエイト市場の拡大などの要因により
引き続き成長している。

市場環境②

（矢野経済研究所推計）

※ＰＣ及び携帯アフィリエイトには、各々ＡＳＰ型、ショッピングモール型、独自型による売上を含む
※ＡＳＰ型は、広告費（報酬型）、手数料、諸費用（初期費用、月額費用、オプション費用など）の総計にて算出
※ショッピングモール型（仮想ショッピングモールがアフィリエイト機能を提供しているケール）は広告費（報酬額）と手数料の総計にて算出
※独自型（自社でアフィリエイトを実施しているケース）は広告費（報酬額）のみを算出
※見込みは見込値、予測は予測値

平成２３年３月期 事業戦略
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ソーシャルアプリの今後の市場拡大に期待！

（出典 総務省、ＴＣＡ、ＲＯＡ Ｇｒｏｕｐ Ａｎａｌｙｓｉｓ）

ｍｉｘｉオープン化２００９年 ８月

ｍｉｘｉモバイル開始２００９年 １０月

モバゲータウンオープン化２０１０年 １月

“ＧＲＥＥ Ｃｏｎｎｅｃｔ”オープン化２０１０年 ２月

ソーシャルアプリケーション分野のサービス開始

既存の大手ＳＮＳを
プラットフォームにした

「ソーシャルアプリ」が拡大傾向

平成２３年３月期 事業戦略
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①ソーシャルアプリケーションプロモーション（集客）方法の提供

パートナーサイト

クリック

ＳＥＭＰ運営アドネットワーク

■ソーシャルアプリケーションの増加にともない、ユーザーの集客方法は今後の大きな課題となる

ソーシャルアプリ
ケーションサイト

クライアントサイト 一般ユーザー

クリック

■集客を加速するためのプロモーションとして、ＳＥＭＰの２つのアドネットワーク（ＡＡＡ・ＭＡＩＳＴ）
を使ったクリックサービスを提供

平成２３年３月期 事業戦略
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ＳＡＰ様サイト 一般ユーザー

クリック

クライアントサイト

ＳＡＰ様サイト内に広告を
掲載していただき、クライ
アント様のソーシャルアプ
リサイトへリンクします。

■アプリ内広告（ソーシャルアプリ内広告）ネットワーク化への取り組み

②マネタイズ（収益化）のご提案・実施

■２つのアドネットワーク運営のノウハウを活かし、ＳＡＰ（ソーシャルアプリケーションプロバイダー）様
に広告収入の機会を提供

平成２３年３月期 事業戦略

ソーシャルアプリ
ケーションサイト
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③ソーシャルアプリの開発と運営

当社でもソーシャルアプリ開発を開始

※今年度３タイトルリリース予定

ソーシャルアプリを提供予定の
企業様へのシステム販売

④システム開発の提供

平成２３年３月期 事業戦略
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今期の課題

●システムの内製化

●財務体質の健全化

●収益性の改善

平成２３年３月期 事業戦略
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ＳＥＨ＆Ｉからの独立と社名変更

ＳＥグループから独立

～平成２２年７月１日から社名変更～

新社名

平成２２年５月２０日

【社名について】 「商い（あきない）」＋「ファンタジスタ」の造語

【経営理念】 賞賛される商い（ビジネス）を創造し、社会に貢献する

平成２３年３月期 事業戦略
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参考資料

株式会社 ＳＥメディアパートナーズ
ＩＲ担当 千種
ＴＥＬ：０３‐３２６３‐４６６６ ＦＡＸ：０３‐３２６３‐４６６７
Ｍａｉｌ：ｉｒ＠ｓｅｍｐ.ｊｐ

【問合せ先】

※本説明会及び説明資料に記載された意見及び予測等は、資料作成時点で
入手可能な情報に基づいて弊社が判断したものであり、その情報の正確性
を保証するものではありません。
実際の業績や結果等は、様々な要因によりこれらの見通し等と異なる場合
がありますことを御了承下さい。


